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１　はじめに
均質で収量も多く、おいしくて病気に強
い野菜を作りたい――。それは、いつの時
代も変わらない野菜農家の要望であろう。
こうした農家の要望に常に寄り添い、良質
な種子を安定的に供給してきたのが現在の
種苗会社であり、その前身の種子屋であっ
た。表１は、昭和初期までに創業した代表

的な種苗会社を列記したものである。ここ
に列記した以外にも、種苗業界は大手メー
カーから町の小売店まで、長い業歴を有す
る会社が多く、創業100年以上の老舗会
社も少なくない。こうした種苗会社が、古
くは江戸時代から、明治・大正・昭和・平
成と、種子づくりを通して日本の野菜生産
を支えてきた。

地域の野菜生産に貢献する
種苗会社

　種子屋の近代史研究者　阿部　希望

表１　昭和初期までに創業した種苗会社の一例
時期区分 創業年 創業年の店名 現社名 所在地（本社）

江戸

元禄年間（1688 ～ 1704） 越部浅五郎商店 みかど協和（株） 千葉県
文化年間（1804 ～ 1818） 山田清之助 （株）山清商店 岩手県
文化 6（1809） 赤松久兵衛 赤松種苗（株） 大阪府
文政 2（1819） 大原乙次郎商店 大原種苗（株） 京都府
天保 6（1835） 瀧井治三郎商店 タキイ種苗（株） 京都府
嘉永 5（1852） 鈴木政五郎商店 （株）日本農林社 東京都
文久元（1861） 松下仁右衛門 （有）松下種苗店 石川県
慶應 2（1866） 高山種苗園 （株）タカヤマシード 京都府

明治

明治元（1868） 種佐 高田種苗（株） 大阪府
明治 6（1873） 米屋三六支店 （株）米三 新潟県
明治 12（1879） アサヒ農園 （株）アサヒ農園 愛知県
明治 16（1883） 松永種苗店　松永金次郎 松永種苗（株） 愛知県
明治 18（1885） 野崎徳四郎 （株）野崎採種場 愛知県
明治 23（1890） （有）横浜植木商会 横浜植木（株） 神奈川県
明治 28（1895） 金子才十郎商店 カネコ種苗（株） 群馬県
明治 35（1902） 不明 野原種苗（株） 埼玉県
明治 42（1909） 前川商店 （株）高知前川種苗 高知県

大正

大正 2（1913） 坂田農園 （株）サカタのタネ 神奈川県
大正 5（1916） 本枡屋 （有）石川鉄造種苗店 静岡県
大正 6（1917） 時田源三郎商店 トキタ種苗（株） 埼玉県
大正 7（1918） 田中農園 （株）田中農園 福岡県
大正 9（1920） 大和農園 （株）大和農園 奈良県
大正 11（1922） 渡辺穎二 （株）渡辺採種場 宮城県
大正 15（1926） 水澤種子店 （株）水沢種苗店 宮城県

昭和初
昭和 2（1927） 不明 植松種苗緑化（株） 東京都
昭和 3（1928） 渡辺農園 渡辺農事（株） 千葉県
昭和 6（1931） （合）油木商店 （株）武蔵野種苗園 東京都

資料：「一般社団法人 日本種苗協会役員名簿」
　注： （http://www.jasta.or.jp/about/officer_list.html、最終アクセス日：2015年9月）、各社ホームページ及び社史、筆者による聞き取り調査、

農界新報社編『全国種苗業者人名録』農界新報社、1918年より作成
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２　種苗業のはじまり 
商品としての種子づくりが始まったのは

江戸時代であった。江戸が100万人都市に
発展すると、その近郊農村である現在の東
京都豊島区・北区・荒川区・板橋区・練馬
区の一部に該当する地域では、練馬だいこ
んや滝野川ごぼうなどの野菜が生産された。
そこには人々の往来の激しい中山道が通っ
ており、野菜の評判を聞きつけた旅人たち
が、江戸土産の一つとして農家から種子を
買うようになったのが種子屋の始まりとさ
れる。しかし、この頃の種子屋の本業は、
あくまでも農家であり、自家採種したとき
の余りの種子を副業として軒先で販売して
いた。江戸に限らず、愛知の宮

みや

重
しげ

だいこん、
京都の聖護院だいこん、鹿児島の桜島だい
こんなど、各地の土地条件に合った個性的

な野菜が誕生したのもこの頃とされる。
種子を採るための方法としては、採種目
的によって作物を雌と雄に区別する「草木
雌雄説」という考え方が広く支持されてい
た。例えば、当時1800部を売り上げたと
される『草木撰種録』（文政11（1828）
年刊行）には、稲・麦・雑穀・豆類・ごぼ
う・だいこんなど、33種類の作物の雌と
雄の見分け方が図解化され、そこには「雌
を選んで種子を採ると豊作になる」という
説明書が添えてある（写真１）（注1）。作物
を雌や雄に区別することは科学的には誤っ
た考え方であるが、種子づくりの方法がま
だ確立していない江戸時代の農民が、優良
な種子を選択する上で一つの指標となった
選種法であった。

写真１　宮負定雄（1828）『草木撰種録』
（出典：長野県立長野図書館所蔵）
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注１：�雌だけではなく、雄を選ぶと豊作になると

いう説も存在する。例えば、天保3（1832）
年に刊行された『草木六部耕種法』では、「根
菜類の種子は雄の種子を植えるべきであ
る。雄は真っ直ぐ伸びる性質があり、雌は
横に広がる性質があるためである」と記さ
れている。

３　固定種を生み、育て、広めた「種子屋」
� 科学的かつ体系的な種子づくりが始
まったのは明治から昭和戦前期であった。
野菜生産の第一次ピークを迎える大正中期
になると、種子問屋・種子仲買商・種子小
売商といった種子屋の分業化が進み、その
数は全国に3500軒以上にも及んだ。そし
て、種子需要が増大・多様化していくなか
で、新たな種子づくりが求められた。

種子を採るための方法としては、「選抜
育種技術」が考案され、「固定種」が育成
された。選抜育種は、育種目標に沿うよう
に、それぞれの野菜がもつ特性を見極めな
がら人為的な選抜と採種を数世代にわたっ
て繰り返し、遺伝形質を固定していく方法
であり、この固定された品種を固定種とい
う。固定種の育成だけではなく、育成した
固定種を維持し続けるためにも、選抜育種
は欠かせない。写真２は、種子屋によるだ
いこんの選抜育種時の様子である。ここで
選び出しただいこんの形質が、そのまま次
世代のだいこんの形質に反映されるため、
選抜する際には、だいこんの葉・首・毛筋・
尻・肌まで、全てを厳しく観察し、選抜し
ていた。

写真２　種子屋によるだいこんの選抜育種の様子
（出典：練馬区立石神井公園ふるさと文化館所蔵）
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その他にも、この時代には、種子屋の組
合を作り、種子の品質の維持や値崩れを組
織的に守る仕組み、採種を近隣の農家に委
託することで種子を大量に生産する仕組
み、採種管理人という人物を置いて採種農
家への技術指導や種子集荷を種子屋に代
わって担わせる仕組み、通信販売によって
遠隔地の種子を相互に取り引きできる仕組
みなど、高品質な固定種を大量に生産・流
通させる仕組みが次々と築かれた。これに
より、農家は各地の特産種子を手軽に入手
できるようになるとともに、市場に出荷す
るための条件となる形や大きさのそろった
野菜、すなわち固定種の野菜を安定的に生
産することが可能となったのである。

４　固定種からＦ1品種へ
こうした種子づくりの状況が一変したの
が昭和戦後期以降であった。昭和25
（1950）年にタキイ種苗（京都市）から、
Ｆ１キャベツ「長岡交配１号」とＦ１はく
さい「長岡交配１号」が発表されたのを皮
切りに、各種苗会社からかぶ・だいこん・
芽キャベツ・ブロッコリー・たまねぎ・に
んじんなど、各品目の「Ｆ１品種」が販売
された（注２）�（表２）。
Ｆ１品種とは、異なる2種類の親品種を
掛け合わせることによって生み出されるも
のであり、一世代に限り、掛け合わせた親
品種よりも生育や耐病性が優れ、品質もそ
ろい、収量も高くなるという特性をもつ。
その際、掛け合わせる親品種には固定種が
使われており、選抜育種によって維持され

表２　種苗会社によるＦ１品種野菜の発表年と育成者
育成年次 作目 品種名 育成者

昭和 25（1950） キャベツ 長岡交配 1 号 タキイ種苗
昭和 25（1950） はくさい 長岡交配 1 号 タキイ種苗
昭和 26（1951） かぼちゃ 新土佐 小倉貞子
昭和 28（1953） かぼちゃ 育成 6 号 宮崎農試
昭和 31（1956） マクワウリ 三光 大和農園
昭和 31（1956） ピーマン 緑王 むさし育種場
昭和 31（1956） 子持キャベツ 長岡交配早生 タキイ種苗
昭和 32（1957） かぶ 早生大蕪 タキイ種苗
昭和 34（1959） だいこん 春蒔みの早生 タキイ種苗
昭和 35（1960） ユウガオ 相生 みかど育種
昭和 37（1962） たまねぎ 長岡交配 OY タキイ種苗
昭和 38（1963） ブロッコリー 長岡交配中晩生 タキイ種苗
昭和 39（1964） にんじん 向陽五寸 タキイ種苗
昭和 41（1966） カリフラワー 野崎交配中早生 野崎採種場
昭和 45（1970） 半結球はくさい キング 日本農林社
昭和 47（1972） シロウリ 東みどり 日本農林社
昭和 51（1976） カイラン 白心 坂田種苗
昭和 52（1977） ねぎ 氷川 トキタ種苗
昭和 53（1978） セルリー トップセラー タキイ種苗
昭和 56（1981） コールラビ― サンバード 坂田種苗
昭和 59（1984） オクラ アーリーファイブ タキイ種苗

資料:『日種協のあゆみ』日本種苗協会、2008年、58頁より作成
　注： 昭和15（1940）年に坂田商会から「ステキカンラン」が発表されているが、第二次世界大戦中の種苗

統制法施行により、普及までには至らなかった。
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てきた多様な固定種を用いて、何百何千と
いう組み合わせの中から育種目標となる形
質を備えた系統を発見し、新品種が育成さ
れる。
昭和41（1966）年に野菜生産出荷安
定法のもとで指定産地制度ができ、群馬県
のキャベツや熊本県のトマトのように、一
つの品目に力を入れる産地化が進むと、固
定種に比べて格段に栽培しやすく、多収量
で均質なＦ１品種が広く農家に受け入れら
れた。この過程で、地域に根づき、独特の
形や風味をもった固定種野菜の多くが姿を
消していった。固定種野菜の消失は、固定
種種子の消滅を意味し、しかも、固定種種
子は一度消滅すると、その野菜を二度と復
元することはできない。

注２：�世界初のＦ１野菜は大正13（1924）年に
埼玉県立農事試験場で育成されたなす「浦
和交配１号」であった。以降、昭和戦前期
までは奈良県・大阪府・北海道の農事試験
場でＦ１野菜の試験研究が進んだ。しか
し、これらのＦ１野菜は戦争の影響によ
り、市場に出回ることはなかったという。

５　今、再び注目される固定種の意義
筆者は、固定種の種子に注目すること
は、二つの点で重要な現代的意義があると
考えている。一点目は、地域の伝統的な野
菜の継承である。近年、固定種でつくる野
菜が「伝統野菜」として再評価されている。

例えば、東京都の江戸東京野菜、石川県の
加賀野菜、京都府の京野菜、大阪府のなに
わ野菜など、大々的に宣伝され、年々生産
量を増やしているものもある。和食という
日本の食文化が注目されることで、伝統野
菜の生産はこれからさらに広がり、固定種
の重要性も一層高まることが予想される。
二点目は、遺伝資源としての可能性であ
る。Ｆ１品種は、固定種の親品種を掛け合
せることでつくられる。Ｆ１品種の親であ
り、品種開発の育種素材ともなる固定種を
確保することは、今後、私達が驚くような
画期的な新品種が生み出される可能性を広
げることにつながる。先人たちが守り続け
た種子があるからこそ、伝統的な品種と新
しい品種、二つの野菜づくりが可能とな
る。Ｆ１品種の野菜が広がる現代の野菜づ
くりにも、固定種の存在は不可欠なのだ。

阿部　希望（あべ　のぞみ）
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